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詠
物
と
言
志

│
菅
原
道
真
を
中
心
と
し
て

蒋

　

義

喬

は
じ
め
に

日
本
の
上
代
か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
の
文
人
た
ち
は
、
詠
物
詩
を
殊

に
愛
好
し
て
い
た
。
平
安
前
期
に
は
、
天
皇
お
よ
び
天
皇
の
周
辺
で
詩

の
贈
答
を
行
う
人
々
に
よ
っ
て
、
多
数
の
詠
物
詩
が
詠
ま
れ
た
が
、
手

法
の
上
で
物
に
就
い
て
物
を
写
す
、
い
わ
ば
「
単
純
写
物
」
が
用
い
ら

れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る①
。
と
こ
ろ
が
、
中
期
に
入
る
と
、
こ
う

し
た
詠
み
ぶ
り
が
、
菅
原
道
真
の
手
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
う
し
た
変
化
に
注
目
し
、
道
真
の
詠

物
詩
の
あ
り
方
を
考
察
し
つ
つ
、
道
真
文
学
の
独
自
性
に
言
及
し
て
ゆ

き
た
い
。

一
、
道
真
の
詠
物
詩
の
特
質

数
え
方
に
は
よ
る
が②
、『
菅
家
文
草
』
六
巻
（
以
下
、『
文
草
』）・

『
菅
家
後
集
』
一
巻
（
以
下
、『
後
集
』）
に
お
け
る
詠
物
詩
は
百
五
十

五
首
見
ら
れ
、
総
詩
数
の
三
分
の
一
近
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

巻
首
に
載
る
少
年
時
代
の
作
「
月
夜
見
梅
花
」
と
、
巻
末
に
据
え
ら
れ

た
絶
筆
「
謫
居
春
雪
」
が
と
も
に
詠
物
詩
で
あ
る
こ
と
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
続
け
ら
れ
た
道
真
の
詩
作
に
お
い
て
、
詠
物
詩
が
い
か
に
重
要

で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

平
安
前
期
の
作
品
と
比
べ
て
、
道
真
の
詠
物
詩
は
素
材
、
詩
題
、
詩

体
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
豊
富
か
つ
高
度
な
作
品
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
最
大
の
特
色
に
つ
い
て
言
え
ば
、
詩
の
言
志
性
に
あ
る
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よ
う
に
思
う
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
二
首
の
詠
物
詩
を
見
れ
ば
窺
い
や

す
い
で
あ
ろ
う③
（
以
下
、
引
用
す
る
道
真
、
杜
甫
の
詩
に
付
し
た
通
し

番
号
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。）

　
　
　

�

五
言
、
詠
二
殿
前
梅
花
一
（『
経
国
集
』、
巻
十
一
、
平
城
天

皇
（
在
東
宮
））

仲
春
雖
レ
少
レ
暖
、
梅
樹
向
レ
驚
レ
時
。
発
レ
艶
将
レ
桃
乱
、
伝
レ
芳

与
レ
桂
欺
。
可
レ
攀
猶
可
レ
折
、
堪
レ
寄
亦
堪
レ
遺
。
儻
有
二
鹽
羹
過
一
、

能
無
レ
致
二
味
滋
一
。

①　

�

早
春
侍
レ
宴
、
同
賦
二
殿
前
梅
花
一
、
応
レ
制
（『
文
草
』、

巻
六
・
440
）

非
レ
紅
非
レ
紫
綻
二
春
光
一
、
天
素
従
来
奉
二
玉
皇
一
。
羊
角
風
猶
頒
二

暁
気
一
、
鵝
毛
雪
剩
假
二
寒
粧
一
。
不
レ
容
二
粉
妓
偷
看
取
一
、
応
レ
叱
二

黃
鸝
戲
踏
傷
一
。
請
莫
二
多
憐
一
梅
一
樹
、
色
青
松
竹
立
二
花
傍
一
。

同
じ
く
「
殿
前
梅
花
」
と
題
さ
れ
た
二
首
で
あ
る
。
平
城
天
皇
の
詩
は
、

東
宮
御
殿
の
前
庭
に
咲
く
「
梅
花
」
を
詠
む
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、

特
に
内
面
的
な
吐
露
が
見
ら
れ
な
い
が
、
道
真
の
一
首
は
、
帝
徳
賛
美

を
本
来
の
役
割
と
す
る
応
製
詩
で
あ
り
な
が
ら
、「
梅
」
ば
か
り
偏
愛

す
る
宇
多
天
皇
の
風
流
志
向
を
、
貞
節
の
象
徴
で
あ
る
「
松
」「
竹
」

に
道
真
自
身
を
擬
す
こ
と
で
諷
諫
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
前
者
は
客
観
的
に
対
象
を
描
く
こ
と
を
重
視
す
る
の
に
対
し
て
、

道
真
の
詩
は
物
を
詠
む
こ
と
を
通
し
て
、
言
志
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
詩
言
志
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
国
で
は
民
国
期
以
来
、
日
本
で
は

明
治
以
来
、
一
方
に
「
志
」
を
知
性
的
、
政
治
的
、
道
徳
的
な
目
的
意

識
を
も
つ
も
の
と
捉
え
、
従
っ
て
「
詩
」
を
政
治
や
教
化
の
た
め
の
も

の
と
す
る
解
釈
が
あ
り
、
他
方
に
「
志
」
を
感
情
と
捉
え
、
従
っ
て

「
詩
」
を
感
情
の
発
露
と
す
る
解
釈
が
あ
る
。
対
立
す
る
こ
の
二
つ
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
多
岐
に
亙
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た④
。
こ
こ
で

は
、
こ
う
し
た
議
論
に
踏
み
込
ま
ず
、
詩
人
の
私
的
感
興
や
寓
意
な
ど

を
す
べ
て
「
志
」
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
立
場
に
基
づ
き
、『
文
草
』『
後
集
』
に
お
け
る
詠
物

詩
を
考
察
し
た
結
果
、
言
志
が
含
ま
れ
る
作
品
は
八
十
二
首
数
え
ら
れ
、

詠
物
詩
総
数
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
（
附
表
参
考
）。
創
作
時
期

ご
と
に
数
を
示
せ
ば
、
文
章
博
士
時
代
（
巻
二
）
五
首
、
讃
州
時
代

（
巻
三
、
四
）
三
十
三
首
、
宰
相
・
丞
相
時
代
（
巻
五
、
六
）
二
十
七

首
、
太
宰
謫
居
時
代
（
後
集
）
十
七
首
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
次
の

よ
う
な
特
色
が
指
摘
で
き
る
。

（
一
）
道
真
の
詠
物
詩
に
言
志
の
内
容
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
元
慶
六
（
882
）
年
の
「
匿
詩
事
件
」
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
言
志
が
表
さ
れ
て
い
る
詠
物
詩
は
巻
一
を
除
く
す
べ
て
の
巻

に
見
え
る
が
、
中
で
も
讃
州
時
代
（
言
志
33
＼
詠
物
37
）、
太
宰
謫
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居
時
代
（
言
志
17
＼
詠
物
20
）
に
も
っ
と
も
集
中
し
て
い
る
。

（
三
）
三
十
歳
前
後
の
新
進
官
僚
時
代
（
貞
観
十
三
〜
十
八
年
、
巻

一
）
も
、
宰
相
・
丞
相
時
代
も
侍
宴
応
制
の
詠
物
詩
が
主
で
あ
っ
た

が
、
新
進
官
僚
時
代
に
は
言
志
の
表
明
が
無
い
の
に
対
し
て
、
宰

相
・
丞
相
時
代
に
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。

（
一
）
と
（
二
）
が
示
す
分
布
形
態
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
左
遷

や
流
謫
の
境
遇
が
詩
人
言
志
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
を
な
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
道
真
に
お
け

る
「
托
物
言
志
」
の
手
法
を
根
底
か
ら
支
え
る
も
の
何
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
、（
三
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
不
遇
な
時
期
と
対
照
を
な
す
順

風
満
帆
の
時
期
に
お
い
て
も
言
志
詩
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
中
国
詩
と

の
関
連
の
中
で
、
以
上
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。

二
、
白
詩
と
比
較
し
て

道
真
の
詩
に
「
蝉
」
を
詠
ん
だ
も
の
が
二
首
見
ら
れ
る
。

②　

聞
レ
蝉　
（『
文
草
』、
巻
二
・
180
「
夏
日
四
絶
」
の
う
ち
）

寒
蝉
幸
得
レ
免
二
泥
行
一
、
危
葉
寄
レ
身
露
二
養
生
一
。
猶
恨
凄
凉
風

未
レ
到
、
不
レ
能
一
旦
自
無
レ
声
。

③　

新
蝉　
（『
文
草
』、
巻
四
・
253
）

新
発
二
一
声
一
最
上
枝
、
莫
レ
言
泥
伏
遂
無
レ
時
。
今
年
異
例
腸
先

断
、
不
二
是
蝉
悲
一
客
意
悲
。

②
「
聞
蝉
」
は
巻
二
の
巻
末
に
収
録
さ
れ
た
「
夏
日
四
絶
」
中
の
一
首

で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
道
真
が
文
人
間
に
お
け
る
門
閥
・
学
閥
の
争
い

に
悩
ま
さ
れ
、「
匿
詩
事
件
」
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
時
期
の

作
で
あ
る
。
一
方
、
巻
四
の
「
新
蝉
」
は
、
左
遷
の
悲
し
み
と
望
郷
の

念
を
託
し
た
、
讃
州
時
代
の
詠
で
あ
る
。
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
、
詳
細

は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
二
首
と
も
蝉
の
姿

に
詩
人
自
身
を
投
影
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
方
、
道
真
が
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
は
ず
の
白
居
易
も
、

数
多
く
の
詠
物
詩
を
作
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
江
州
司
馬
時
代
の
「
感

傷
詩
」
で
あ
る
「
早
蝉
」
と
題
さ
れ
た
二
首
に
注
目
し
た
い⑤
（
以
下
、

掲
出
の
引
用
文
に
は
適
宜
傍
線
を
付
す
）。

　
　
　

早
蝉
（『
白
氏
文
集
』、
巻
十
・
感
傷
）
0510

六
月
初
七
日
、
江
頭
蝉
始
鳴
。
石
楠
深
葉
裏
、
薄
暮
両
三
声
。

一
催
二
衰
鬢
色
一
、
再
動
二
故
園
情
一
。
西
風
殊
未
レ
起
、
秋
思
先

レ
秋
生
。
憶
昔
在
二
東
掖
一
、
宮
槐
花
下
聴
。
今
朝
無
レ
限
思
、
雲

樹
遶
二
湓
城
一
。

　
　
　

早
蝉
（『
白
氏
文
集
』、
巻
十
・
感
傷
）
0517
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月
出
先
照
レ
山
、
風
生
先
動
レ
水
。
亦
如
二
早
蝉
声
一
、
先
入
二
閑
人

耳
一
。
一
聞
愁
意
結
、
再
聴
郷
心
起
。
郷
心
渭
上
村
、
蝉
声
遠
相

似
。
衡
門
有
レ
誰
聴
、
日
暮
槐
花
里
。

い
ず
れ
も
郷
愁
を
詠
じ
た
作
で
あ
る
が
、「
一
催
衰
鬢
色
、
再
動
故
園

情
」、「
一
聞
愁
意
結
、
再
聴
郷
心
起
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蝉
の
鳴
き
声

を
聞
く
こ
と
で
望
郷
の
思
い
が
湧
き
起
る
、
と
詠
む
抒
情
詩
で
あ
る
ゆ

え
、
道
真
の
詩
が
「
蝉
＝
詩
人
」
と
い
う
図
式
を
持
つ
の
と
は
大
き
く

か
け
離
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
菅
詩
と
白
詩
と
の
径
庭
は
「
蝉
」
の
例
の
み
に
止
ま
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
道
真
の
「
残
菊
」
は
、
白
居
易
・
元
稹
の
詩
の
受
容

を
き
っ
か
け
と
し
て
独
自
に
展
開
し
た
が
、「「
残
菊
」
に
道
真
が
象
徴

的
な
意
味
で
自
己
を
表
現
し
て
い
る
の
は
、
独
特
の
も
の
が
あ
る
」

「「
し
ぼ
み
そ
こ
な
わ
れ
た
菊
」
と
し
て
の
残
菊
が
、
道
真
自
身
の
姿
と

重
複
し
て
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る⑥
。
そ
し
て
、

詠
竹
詩
の
場
合
、
竹
を
観
賞
す
る
と
い
う
日
常
行
為
と
詠
竹
詩
を
作
る

と
い
う
文
学
創
作
と
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
白
居
易
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
、「
表
現
面
で
の
白
居
易
詩
の
影
響
は
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で

は
な
い
」
し
、「
雪
夜
思
家
竹
」
詩
（
後
集
、
490
）
に
見
ら
れ
る
、
詩

人
自
身
を
雪
折
れ
の
「
竹
」
で
な
ぞ
ら
え
る
発
想
は
道
真
独
自
の
も
の

だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る⑦
。
ま
た
、
道
真
は
「
残
灯
」「
寒
灯
」「
灯
滅
」

な
ど
、
と
も
し
び
を
題
材
に
し
た
詩
を
多
く
詠
じ
た
が
、
そ
の
詠
灯
詩

に
つ
い
て
も
、「「
残
灯
」
は
白
居
易
が
好
ん
で
用
い
た
語
」
と
さ
れ
る

一
方
、「
そ
れ
ら
の
詩
の
世
界
で
は
、
灯
火
は
す
な
わ
ち
道
真
自
身
で

あ
っ
た
。
た
だ
一
点
の
光
を
放
っ
て
深
夜
の
闇
を
照
ら
す
孤
独
な
と
も

し
び
。
道
真
は
、
そ
ん
な
と
も
し
び
に
自
分
自
身
を
重
ね
る
こ
と
を
好

ん
だ
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
「
道
真
が
影
響
を
受
け
た
白
居
易

の
詩
に
は
、
作
者
と
灯
心
が
こ
の
よ
う
に
一
体
化
し
た
例
は
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
道
真
が
作
り
出
し
た
、
独
自

の
表
現
で
あ
っ
た
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る⑧
。

菅
詩
と
白
詩
と
の
距
離
に
つ
い
て
は
、
白
詩
に
見
え
る
人
生
の
閑
適

を
楽
し
む
思
想
が
道
真
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
か⑨
、
道
真
詩

に
は
「
白
詩
の
表
現
や
題
材
な
ど
に
拠
り
沿
い
な
が
ら
、
そ
の
本
質
的

な
詩
趣
に
乖
離
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で

あ
る
が⑩
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
道
真
の
詠
物
詩
に
お
い
て
は
、

詩
人
自
身
の
姿
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
「
残
菊
」「
竹
」「
灯
火
」

「
蝉
」
な
ど
の
物
が
機
能
す
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表

現
手
法
は
決
し
て
白
居
易
的
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
道
真
は
そ
の
よ

う
な
表
現
の
次
元
に
自
ら
到
達
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
道
真
が

白
居
易
以
外
の
詩
人
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
ま
ず
考
え
た
い
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
詩
人
と
し
て
盛
唐
の
杜
甫
を
想
定
し
、
次
節
以
下
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に
お
い
て
、
こ
の
想
定
を
裏
付
け
て
み
た
い
。

三
、
杜
詩
と
の
関
連

（
１
）「
鴎
」
詩
に
つ
い
て

『
菅
家
文
草
』
に
「
鴎
」
を
詠
ん
だ
詩
が
二
首
あ
る
。
こ
の
う
ち

「
見
鴎
鳥
戯
前
池
有
感
」
は
、
道
真
の
詠
物
詩
の
中
で
言
志
を
含
む
最

初
の
作
品
で
あ
る
。

④　

�

春
日
於
二
相
国
客
亭
一
、
見
三
鴎
鳥
戯
二
前
池
一
有
レ
感
、
賦

　
　
レ
詩
（『
文
草
』、
巻
二
101
）

人
知
二
鳥
意
一
鳥
知
レ
人
、
莫
レ
道
沙
鴎
素
性
馴
。
非
下
与
二
紫
鱗
一

争
楽
上
レ
水
、
将
レ
欲
二
霜
翅
不
一
レ
同
レ
塵
。
当
時
未
レ
謂
浮
沈
定
、

数
処
唯
無
二
去
就
頻
一
。
棲
息
若
容
二
三
四
日
一
、
遂
生
何
必
入
懐

レ
仁
。

こ
の
詩
は
元
慶
七
年
（
883
）
春
、
藤
原
基
経
客
亭
の
作
文
会
で
作
ら

れ
た
一
首
で
あ
り
、
前
年
の
藤
原
冬
緒
匿
詩
事
件
の
嫌
疑
に
対
す
る
憤

り
と
感
慨
を
詠
ん
で
い
る
。
道
真
は
『
列
子
』
黄
帝
篇
に
あ
る
「
鴎
鷺

忘
機
」
の
典
故
を
踏
ま
え
な
が
ら⑪
、
自
ら
を
「
沙
鴎
」
に
な
ぞ
ら
え
、

わ
が
心
を
知
る
賢
士
だ
け
に
は
馴
れ
る
が
、
小
人
の
は
び
こ
る
世
間
の

俗
塵
に
は
ま
み
れ
て
し
ま
い
た
く
な
い
と
い
う
気
持
を
詠
み
込
ん
で
い

る
。一

方
、
杜
甫
は
一
生
、
好
ん
で
「
鴎
」
を
詠
み
続
け
た
。
杜
詩
の
中

で
、
点
景
を
含
め
て
、「
鴎
」
を
詠
む
句
は
四
十
句
を
く
だ
ら
な
い
。

ま
た
、
杜
甫
の
「
鴎
」
に
は
、
詩
人
自
身
の
生
涯
に
お
け
る
各
時
期
の

境
遇
が
託
さ
れ
て
お
り
、「
鴎
＝
詩
人
」
と
い
う
図
式
が
明
確
に
読
み

取
れ
る
。
例
え
ば
、「
飄
飄
何
所
レ
似
、
天
地
一
沙
鴎
。」（「
旅
夜
書
レ

懐
」、『
詳
注
』、
巻
十
四
）
と
詠
ま
れ
る
孤
独
・
漂
泊
な
る
「
沙
鴎
」、

「
自
去
自
来
梁
上
燕
、
相
親
相
近
水
中
鴎
」（「
江
村
」、『
詳
注
』、
巻

九
）
と
詠
ま
れ
る
自
適
す
る
「
水
中
鴎
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

杜
詩
以
前
に
も
、「
鴎
鷺
忘
機
」
の
故
事
が
濫
觴
と
な
り
、
名
利
に

淡
泊
な
隠
者
の
象
徴
と
し
て
「
鴎
」
を
詠
む
伝
統
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

杜
甫
の
吟
詠
に
よ
っ
て
多
様
な
「
鴎
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
新
た
に
形
成
さ

れ
て
い
た⑫
。
こ
の
中
に
は
、
道
真
の
「
鴎
」
詩
と
の
直
接
的
な
関
連
が

認
め
ら
れ
る
作
例
が
看
取
さ
れ
る
。

（
ａ
）
奉
レ
贈
二
韋
左
丞
相
丈
一
二
十
二
韻⑬
（『
詳
注
』、
巻
一
）

（
前
略
）
今
欲
二
東
入
一レ
海
、
即
将
二
西
去
一レ
秦
。
尚
憐
終
南
山
、

回
レ
首
清
謂
浜
。
常
擬
レ
報
二
一
飯
一
、
況
懐
レ
辞
二
大
臣
一
。
白
鴎

没
二
浩
蕩
一
、
万
里
誰
能
馴
。

「
奉
贈
韋
左
丞
相
丈
二
十
二
韻
」
は
杜
甫
早
期
の
詩
作
で
あ
り
、
長

安
に
お
け
る
不
遇
の
生
活
に
あ
き
、
何
度
目
か
の
東
方
の
旅
に
出
よ
う
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と
し
て
、
尚
書
省
の
要
人
韋
済
を
辞
す
る
詩
で
あ
る
。
一
首
の
主
題
は

自
己
の
能
力
と
境
遇
と
の
間
の
不
合
理
な
不
釣
合
で
あ
る
が
、
最
後
の

聯
で
自
由
を
求
め
る
「
白
鴎
」
に
自
分
を
擬
し
て
、「
万
里
誰
能
馴
」

と
激
し
く
主
張
す
る
。
詳
注
に
、「
白
鴎
、
承
入
レ
海
来
、
用
二
海
客
事
一
、

属
在
二
自
己
一
説
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
『
文
選
』
巻
二
十
一
、
宋
の

顔
延
之
の
「
五
君
詠
」
が
、
自
由
人
の
代
表
で
あ
る
魏
の
嵆
康
を
「
龍

性
誰
能
馴
」
と
詠
ん
だ
句
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
後
年
、
四
川
で
薛
稷

が
描
い
た
鶴
の
画
を
詠
ん
だ
詩
作
に
も
「
冥
々
任
レ
所
レ
往
、
脱
略
誰

能
馴
。」（「
通
泉
県
署
壁
後
薛
少
保
画
鶴
」、『
詳
注
』、
巻
十
一
）
と
、

同
様
の
表
現
が
見
え
る
。
一
方
、
道
真
は
、
前
掲
の
④
「
見
鴎
鳥
戯
前

池
有
感
」
の
中
で
杜
甫
と
似
た
よ
う
な
表
現
と
発
想
で
「
莫
道
沙
鴎
素

性
馴
」
と
詠
み
、
鴎
が
生
ま
れ
つ
き
人
に
馴
れ
る
性
質
だ
と
思
う
な
、

と
憤
懣
を
言
う
。
ま
た
、「
晩
秋
二
十
詠
」
の
「
水
鴎
」（『
文
草
』
巻

二
、
171
）
に
「
尋
レ
声
向
背
馴
」
と
見
え
る
ほ
か
、「
晴
砂
」（『
文

草
』
巻
二
、
170
）
に
も
「
老
鶴
馴
知
レ
意
」
の
句
が
あ
る
な
ど
、
い
ず

れ
も
道
真
が
杜
詩
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
④
「
見
鴎
鳥
戯
前
池
有
感
」
と
杜
詩
と
の
関
連
は
さ
ら
に
次

の
一
首
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。

（
ｂ
）
独
立
（『
詳
注
』、
巻
六
）

空
外
一
鷙
鳥
、
河
間
雙
白
鴎
。
飄
颻
博
撃
便
、
容
易
往
来
遊
。
草

露
亦
多
レ
湿
、
蛛
糸
仍
未
レ
収
。
天
機
近
二
人
事
一
、
独
立
万
端
憂
。

乾
元
元
年
（
758
）、
杜
甫
の
直
属
の
上
司
で
あ
っ
た
房
琯
が
粛
宗
の
新

朝
廷
か
ら
追
放
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
杜
甫
も
そ
の
一
派
と
し
て
華
州
司

功
参
軍
に
左
遷
さ
れ
た
。「
独
立
」
は
そ
う
し
た
仕
途
の
険
悪
を
詠
ん

だ
も
の
で
あ
り
、
詳
注
は
、「
此
詩
托
レ
物
興
レ
感
、
有
二
憂
レ
讒
畏
レ
譏

之
意
一
」、
そ
し
て
「
鷙
鳥
、
比
二
小
人
之
媢
嫉
一
者
。
白
鴎
、
比
二
君
子

之
幽
放
一
者
。」
と
解
す
。
道
真
詩
に
見
ら
れ
る
「
沙
鴎
（
君
子
）
―

紫
鱗
（
小
人
）」
と
い
う
対
立
は
、「
独
立
」
に
お
け
る
「
白
鴎
（
君

子
）
―
鷙
鳥
（
小
人
）」
の
図
式
と
完
全
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
道
真
は
杜
甫
と
同
じ
よ
う
に
、
自
由
と
高
潔
を
志

向
す
る
「
不
馴
者
」
と
し
て
の
「
鴎
」
に
自
分
自
身
を
な
ぞ
ら
え
た
の

で
あ
る
。

（
２
）「
雁
」
詩
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
道
真
は
「
鴎
」
よ
り
も
「
雁
」
を
多
く
詠
じ
て
い
る
。

「
孤
雁
」（『
文
草
』、
巻
二
・
165
）、「
聞
早
雁
寄
文
進
士
」（『
文
草
』、

巻
四
・
265
）、「
重
陽
後
朝
、
同
賦
秋
雁
櫓
声
来
、
応
制
」（『
文
草
』、

巻
五
・
349
）、「
重
陽
節
侍
宴
、
同
賦
天
浄
識
賓
鴻
、
応
制
」（『
文
草
』、

巻
五
・
379
）、「
聞
旅
雁
」（『
後
集
』・
480
）
な
ど
は
、
い
ず
れ
も

「
雁
」
を
題
材
に
し
た
詩
作
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
聞
早
雁
寄
文
進
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士
」
は
、
道
真
の
讃
州
時
代
の
作
品
で
、
雁
の
叫
び
を
聞
い
て
詩
人
の

旅
愁
が
か
き
た
て
ら
れ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
は

杜
甫
の
夔
州
時
代
の
「
夜
」
詩
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

⑤　

聞
二
早
雁
一
寄
二
文
進
士
一　
（『
文
草
』、
巻
四
・
265
）

無
レ
勝
二
早
雁
叫
傷
一レ
情
、
砂
漠
涼
風
送
二
遠
行
一
。
不
レ
見
二
家
人

書
便
附
一
、
唯
煩
二
旅
客
一
夢
難
レ
成
。
下
弦
秋
月
空
驚
レ
影
、
寒
櫓

暁
舟
欲
レ
乱
レ
声
。
憶
汝
先
来
二
南
海
上
一
、
夜
尋
二
落
魄
一
舊
能
鳴
。

（
ｃ
）　

夜
（『
詳
注
』、
巻
十
七
）

露
下
天
高
秋
水
清
、
空
山
独
夜
旅
魂
驚
。
疏
灯
自
照
孤
帆
宿
、
新

月
猶
懸
双
杵
鳴
。
南
国
（
一
作
南
菊
）
再
逢
人
臥
レ
病
、
北
書
不

レ
至
雁
無
レ
情
。
歩
簷
倚
レ
仗
看
二
牛
斗
一
、
銀
漢
遥
応
レ
接
二
鳳
城
一
。

「
夜
」
は
詠
物
詩
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
落
地
で
眠
れ
ぬ

夜
を
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
詩
人
の
身
の
上
が
⑤
の
道
真
の
詩
と
共
通

す
る
。
さ
ら
に
、
秋
の
夜
の
景
色
（「
下
弦
秋
月
」
―
「
新
月
」、「
寒

櫓
暁
舟
」
―
「
疏
灯
孤
帆
」）、
状
況
（「
旅
客
夢
難
成
」
―
「
独
夜
旅

魂
驚
」）、
情
緒
（「
傷
情
」
―
「
無
情
」）、
詩
語
表
現
（「
驚
影
」
―

「
魂
驚
」、「
落
魄
」
―
「
旅
魂
」、「
南
海
」
―
「
南
国
」、
典
故
（「
不

見
家
人
書
」
―
「
北
書
不
至
」）、
な
い
し
押
韻
の
運
用
に
お
い
て
、
両

首
が
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
一
見
し
て
窺
わ
れ
よ
う
。

ま
た
、
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
道
真
が
そ
の
地
で
初
め
て
作
っ
た
詠

物
詩
も
「
雁
」
の
詩
で
あ
る
。

⑥ 

聞
旅
雁　
（『
後
集
』、
480
）

我
為
二
遷
客
一
汝
來
賓
、
共
是
蕭
々
旅
漂
身
。
敧
レ
枕
思
量
帰
去
日
、

我
知
二
何
歳
一
汝
明
春
。

こ
の
詩
は
初
唐
の
韋
承
慶
の
「
南
中
詠
レ
雁
」
が
「
万
里
人
南
去
、

三
春
雁
北
飛
。
未
レ
知
二
何
歳
月
一
、
得
二
与
レ
尓
同
帰
一
」
と
詠
む
の
を

踏
ま
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る⑭
。
ま
た
、
帰
雁
を
見
て
望
郷
の
思

い
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
作
例
は
、
た
と
え
ば
白
居
易
に
も
「
帰
雁
払
二

郷
心
一
、
平
湖
断
二
人
目
一
」（『
白
氏
文
集
』、
巻
十
、「
孟
夏
思
二
渭
村

旧
居
一
寄
二
舍
弟
一
」
0509
）
と
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
意

さ
れ
る
の
は
、
道
真
の
「
雁
」
に
流
落
の
悲
し
み
と
望
郷
の
思
い
と
が

同
時
に
託
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
実
は
、
杜
甫
も
数

多
く
の
「
雁
」
詩
を
詠
じ
て
お
り
、
漂
泊
す
る
わ
が
身
を
「
雁
」
に
な

ぞ
ら
え
つ
つ
、
同
時
に
望
郷
の
念
を
も
「
雁
」
に
託
す
と
い
う
詠
み
方

は
、
杜
甫
の
詩
に
も
っ
と
も
典
型
的
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
ｄ
）　

官
池
春
雁
二
首
（『
詳
注
』、
十
二
）

自
レ
古
稲
粱
多
不
レ
足
、
至
レ
今
鸂
鶒
乱
為
レ
群
。
且
休
三
悵
望
看
二

春
水
一
、
更
恐
帰
飛
隔
二
暮
雲
一
。

青
春
欲
レ
尽
急
還
レ
郷
、
紫
塞
寧
論
尚
有
レ
霜
。
翅
在
雲
天
終
不�

レ
遠
、
力
微
矰
繳
絶
須
レ
防
。
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（
ｅ
）
帰
雁
二
首
（『
詳
注
』、
二
十
三
）

万
里
衡
陽
雁
、
今
年
又
北
帰
。
双
双
瞻
レ
客
上
、
一
一
背
レ
人
飛
。

云
里
相
呼
疾
、
沙
辺
自
宿
稀
。
繋
レ
書
元
浪
語
、
愁
寂
故
山
薇
。

欲
レ
雪
違
二
胡
地
一
、
先
レ
花
別
二
楚
雲
一
。
却
過
清
渭
影
、
高
起
洞

庭
群
。
塞
北
春
陰
暮
、
江
南
日
色
曛
。
傷
レ
弓
流
二
落
羽
一
、
行
断

不
レ
堪
レ
聞
。

用
例
（
ｄ
）「
官
池
春
雁
」
の
寓
意
は
「
春
雁
」
に
あ
り
、
詳
注
は

「
首
章
比
二
逆
旅
無
一レ
依
」、「
下
章
比
二
欲
レ
帰
無
一レ
資
」
と
す
る
。
用
例

（
ｅ
）「
帰
雁
」
に
つ
い
て
、
詳
注
は
ま
た
「
首
章
、
見
二
帰
雁
一
而
切
二

故
郷
之
思
一
。」「
次
章
、
傷
二
帰
雁
一
而
興
二
飄
泊
之
感
一
。」
と
云
う
。

そ
の
う
え
、
前
掲
し
た
用
例
（
ｃ
）「
夜
」
詩
に
「
北
書
不
至
雁
無

情
」
と
見
え
る
雁
書
の
故
事
を
、（
ｅ
）
の
「
帰
雁
」
に
お
い
て
も
、

「
繋
書
元
浪
語
」
と
、
同
じ
く
用
い
て
悲
し
む
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
通

し
て
分
か
る
よ
う
に
、
杜
詩
の
雁
に
は
漂
泊
・
羇
旅
と
望
郷
・
書
簡
往

来
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
ね
に
融
合
さ
れ
て
お
り
、
交
互
に
深
化
を
促
し
合

っ
て
い
た
。
安
史
の
以
後
に
、
杜
甫
が
「
雁
」
こ
と
に
「
帰
雁
」「
孤

雁
」
を
繰
り
返
し
詠
じ
て
い
た
こ
と
や
、
そ
う
し
た
吟
詠
に
よ
っ
て
、

後
世
の
範
と
な
る
「
雁
」
詩
の
経
典
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
確
立
さ
れ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑮
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
道
真
の
「
聞
旅

雁
」
に
見
え
る
、「
雁
」
に
詩
人
の
境
遇
と
郷
愁
を
重
ね
て
託
す
と
い

う
詠
み
方
は
、
杜
詩
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
⑤

「
聞
早
雁
寄
文
進
士
」
の
「
不
見
家
人
書
便
附
」
以
外
に
、『
菅
家
後

集
』
の
最
後
に
載
る
「
謫
居
春
雪
」
に
お
い
て
も
、
道
真
は
「
雁
足
黏

将
疑
レ
繋
レ
帛
」
と
雁
書
の
故
事
を
用
い
て
、
流
落
の
悲
し
み
と
望
郷

の
思
い
を
尽
く
し
て
い
る
。
道
真
の
「
雁
」
詩
は
素
材
、
表
現
、
ま
た

手
法
な
ど
の
面
で
杜
甫
の
詩
に
導
か
れ
た
と
考
え
る
。

（
３
）「
蝉
」
詩
に
つ
い
て

さ
ら
に
、
道
真
詩
と
杜
詩
と
の
関
連
は
、
前
掲
の
②
「
聞
蝉
」
に
も

見
ら
れ
る
。「
聞
蝉
」
の
前
半
は
、「
泥
行
」
を
よ
う
や
く
免
れ
た
も
の

の
、「
危
葉
」
に
身
を
寄
せ
な
が
ら
「
露
」
に
よ
っ
て
身
を
養
う
と
い

う
蝉
の
生
態
を
詠
む
こ
と
で
、
派
閥
闘
争
が
激
し
く
、
誹
謗
中
傷
な
ど

の
危
険
が
潜
ん
で
い
る
官
僚
・
文
人
社
会
の
中
で
か
ろ
う
じ
て
高
潔
を

守
っ
た
作
者
自
身
の
境
遇
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
半
の
「
猶
恨
凄

凉
風
未
到
、
不
能
一
旦
自
無
声
」
は
、
本
来
秋
に
鳴
く
は
ず
の
蝉
が
、

ま
だ
夏
だ
と
い
う
の
に
一
時
も
無
声
で
は
い
ら
れ
ず
、
鳴
き
続
け
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
し
た
蝉
の
あ
り
方
に
、
嫉
妬
、

誹
謗
、
中
傷
の
的
に
な
り
な
が
ら
も
、
潔
白
を
主
張
し
、
不
条
理
な
世

路
に
対
す
る
憤
懣
を
詩
に
詠
み
続
け
た
道
真
の
姿
を
重
ね
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る⑯
。
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こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
「
不
能
一
旦
自
無
声
」
に
お
け
る
「
無
声
」

と
い
う
表
現
で
あ
る
。「
声
を
費
や
し
た
く
な
い
、
沈
黙
を
守
り
た

い
」
と
考
え
る
蝉
の
造
型
と
い
え
ば
、
晩
唐
詩
人
李
商
隠
の
「
蝉
」
詩

に
あ
る
「
本
以
レ
高
難
レ
飽
、
徒
労
恨
費
レ
声
。」
が
思
い
出
さ
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
唐
詩
の
通
時
的
な
流
れ
の
上
で
は
、
李
商
隠
の
「
蝉
」
に
至

る
途
上
に
、
杜
詩
の
「
静
か
な
蝉
」
が
あ
る
。

（
f
）　

秦
州
雑
詩　

其
四
（『
詳
注
』、
巻
七
）

鼓
角
縁
辺
郡
、
川
原
欲
レ
夜
時
。
秋
聴
殷
レ
地
発
、
風
散
入
レ
雲
悲
。

抱
レ
葉
寒
蝉
静
、
帰
レ
山
独
鳥
遅
。
万
方
声
一
概
、
吾
道
竟
何
之
。

本
来
け
た
た
ま
し
く
鳴
く
は
ず
の
蝉
が
、
葉
に
じ
っ
と
へ
ば
り
つ
い
て
、

ひ
っ
そ
り
と
声
を
潜
め
て
い
る
。「
蝉
が
登
場
す
る
詩
句
の
系
譜
の
な

か
で
、
杜
甫
の
こ
の
句
は
い
か
に
も
異
質
で
あ
る
」
と
川
合
康
三
氏
が

指
摘
し
て
い
る⑰
。「
無
声
」
の
蝉
は
早
く
『
楚
辞
』
九
弁
に
「
燕
翩
翩

其
辞
帰
兮
、
蝉
寂
漠
而
無
レ
声
」
と
あ
る
の
に
連
な
る
が⑱
、『
楚
辞
』

よ
り
後
、
杜
甫
に
至
る
ま
で
鳴
く
蝉
し
か
詠
ま
れ
な
か
っ
た
。
道
真
の

「
聞
蝉
」
に
お
け
る
「
無
声
」
と
い
う
表
現
は
『
楚
辞
』
の
発
想
を
生

か
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
想
起
し
た
い
の
は
「
無
声
」
の
詩
語
を

も
っ
と
も
愛
用
し
た
詩
人
も
ま
た
杜
甫
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
杜

詩
に
お
い
て
、「
無
声
」
の
語
は
六
、
七
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
万

物
を
潤
し
て
細
や
か
に
音
を
立
て
ず
に
降
る
春
雨
に
つ
い
て
い
う
も
の

や
（
春
夜
喜
雨
「
随
レ
風
潜
入
レ
夜
、
潤
レ
物
細
無
レ
声
」）、
鳴
き
声
を

立
て
ず
に
す
ば
や
く
飛
び
去
る
隼
の
様
子
を
表
す
表
現
や
（
朝
二
首

「
俊
鶻
無
レ
声
過
」）、
あ
る
い
は
無
声
の
琴
を
詠
む
も
の
な
ど
（
過
レ
津

口
「
膝
有
二
無
声
琴
一
」）、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
菅
家
後
集
』（
484
）
に
は
「
叙
意
一
百
韻
」
の
「
旅
思
排
レ
雲

雁
、
寒
吟
抱
レ
樸
蝉
」
と
い
う
句
も
あ
る
。
こ
の
「
抱
樸
（
樸
を
抱

く
）」
蝉
の
表
現
は
、（
f
）「
秦
州
雑
詩
」
の
「
抱
葉
（
葉
を
抱
く
）」

蝉
の
表
現
に
極
め
て
近
い
。
こ
う
し
た
、「
聞
蝉
」
を
め
ぐ
っ
て
窺
わ

れ
る
杜
詩
と
道
真
詩
と
の
い
く
つ
も
の
符
合
は
、
決
し
て
偶
発
的
な
事

象
で
は
な
く
、
道
真
詩
に
お
け
る
蝉
の
表
現
が
杜
詩
を
契
機
と
し
て
生

ま
れ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
４
）「
雨
」
詩
に
つ
い
て

ま
た
、
道
真
の
詠
物
詩
の
う
ち
、
こ
こ
で
考
察
し
て
お
き
た
い
今
ひ

と
つ
重
要
な
題
材
と
し
て
「
雨
」
が
あ
る
。「
雨
」
を
詠
じ
た
詩
で
は

杜
詩
と
の
関
連
が
よ
り
明
確
な
形
で
現
れ
て
い
る
。
次
の
二
首
は
流
謫

地
の
太
宰
府
で
詠
ま
れ
た
「
雨
」
の
詩
で
あ
る
。

⑦　

夜
雨
（『
後
集
』、
500
）

春
夜
漏
非
レ
長
、
春
雨
気
応
レ
暖
。
自
然
多
レ
愁
者
、
時
令
如
二
乖

狠
一
。
心
寒
雨
又
寒
、
不
レ
眠
夜
不
レ
短
。
失
レ
膏
槁
二
我
骨
一
、
添
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レ
涙
渋
二
我
眼
一
。
脚
気
与
二
瘡
癢
一
、
垂
レ
陰
身
遍
満
。
不
啻
取
二

諸
身
一
、
屋
漏
無
二
蓋
板
一
。
架
上
湿
二
衣
裳
一
、
篋
中
損
二
書
簡
一
。

况
復
厨
児
訴
、
竃
頭
爨
煙
断
。
農
夫
喜
有
レ
余　

遷
客
甚
煩
懣

（
後
略
）

⑧　

風
雨
（『
後
集
』、
507
）

朝
々
風
気
勁
、
夜
夜
雨
声
寒
。
老
僕
要
レ
綿
切
、
荒
村
買
レ
炭
難
。

不
レ
愁
茅
二
屋
破
一
。
偏
惜
菊
花
残
、
自
有
二
年
豊
稔
一
、
都
無
二
叶
レ

口
飡
一
。

「
夜
雨
」
や
「
風
雨
」
の
中
で
は
、
配
所
で
の
陰
惨
な
生
活
状
況
が

描
か
れ
、
詩
人
の
憂
憤
と
悲
愁
の
情
が
せ
つ
せ
つ
と
表
出
さ
れ
て
い
る
。

詩
中
の
「
茅
屋
破
」「
不
眠
夜
不
短
」「
屋
漏
無
蓋
板
」「
湿
衣
裳
」「
要

綿
切
」
な
ど
の
表
現
は
、
直
ち
に
以
下
に
掲
げ
る
杜
甫
の
名
作
「
茅
屋

為
秋
風
所
破
歌
」
を
連
想
さ
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
g
）
茅
屋
為
二
秋
風
所
一レ
破
歌
（『
詳
注
』、
巻
十
）

（
前
略
）
布
衾
多
年
冷
似
レ
鉄
、
嬌
児
悪
臥
踏
レ
裏
裂
。
牀
頭
屋
漏

無
二
乾
処
一
、
雨
脚
如
レ
麻
未
二
断
絶
一
。
自
レ
経
二
喪
乱
一
少
二
睡
眠
一
、

長
夜
沾
湿
何
由
徹
。（
後
略
）

掲
出
し
た
箇
所
に
つ
い
て
、
詳
注
は
「
此
傷
二
夜
雨
侵
迫
之
苦
一
。」

と
云
う
。
ま
た
、
⑧
「
風
雨
」
に
お
い
て
は
、
秋
風
苦
雨
に
よ
る
寒
さ

を
詠
む
一
方
で
、「
自
有
年
豊
稔
、
都
無
叶
口
飡
」
と
、
食
糧
が
な
い

こ
と
を
歎
い
て
い
る
。
こ
の
句
は
、
杜
甫
の
「
春
夏
各
有
レ
実
、
我
飢

豈
無
レ
涯
」（「
喜
レ
晴
」、『
詳
注
』、
巻
四
）
を
裏
返
し
た
形
で
踏
ま
え

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
真
は
、「
叙
意
一
百
韻
」
の
中
で
も
、
流
謫
地
で
食
に
事
欠
く
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
様
子
を
「
野
豎
供
二
蔬
菜
一
、
廝
児
作
二

薄
饘
一
。
痩
同
二
失
レ
雌
鶴
一
、
飢
類
二
嚇
レ
雛
鳶
一
」
と
詠
出
し
て
い
る
。

一
方
、
杜
甫
は
「
杜
陵
老
布
衣
、
飢
走
半
二
天
下
一
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
つ
ね
に
貧
窮
飢
寒
に
苦
し
み⑲
、
中
で
も
「
幼
児
飢
已
卒
」（「
自
レ
京

赴
二
奉
先
県
二
詠
レ
懐
五
百
字
」、『
詳
注
』、
巻
四
）
と
い
う
人
生
の
苦

難
を
極
め
た
悲
惨
な
体
験
が
知
ら
れ
る
。
杜
甫
の
詩
に
飢
餓
の
表
現
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
杜
詩
以
前
の
詩
に
は
こ
う
し
た
表
現
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
が
あ
る⑳
。
こ
こ
で
は
、

そ
う
し
た
飢
餓
の
表
現
の
中
に
道
真
詩
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
も
の
が

見
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

◯�

落
雁
迷
二
沙
渚
一
、
飢
鳥
集
二
野
田
一
。（「
晩
行
口
号
」、『
詳
注
』、

巻
五
）

◯�
独
鶴
不
レ
知
二
何
事
舞
一
、
飢
鳥
似
レ
欲
二
向
レ
人
啼
一
。（「
野
望
」、

『
詳
注
』、
巻
十
一
）、

◯�

老
雁
春
忍
レ
飢
、
哀
号
待
二
枯
麦
一
。（「
送
二
李
校
書
一
二
十
六
韻
」、

『
詳
注
』、
巻
六
）
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◯�

山
寒
青
児
叫
、
江
晩
白
鴎
飢
。（「
雨
四
首
」
其
四
、『
詳
注
』、
巻

二
十
）

◯�
故
畦
遺
穂
已
蕩
尽
、
天
寒
歳
暮
波
濤
中
。
鱗
介
腥
膻
素
不
レ
食
、

終
日
忍
レ
飢
西
復
東
。　　

 （「
白
鳧
行
」、『
詳
注
』、
巻
二
十
三
）

こ
う
し
た
飢
え
た
「
鳥
」「
雁
」「
鴎
」「
鳧
」
の
多
く
は
詩
人
自
身

を
喩
え
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
で
、「
叙
意
一
百
韻
」
に

お
い
て
「
痩
同
二
失
レ
雌
鶴
一
、
飢
類
二
嚇
レ
雛
鳶
一
」
と
い
い
、
自
ら
を

「
痩
せ
た
鶴
」「
飢
え
た
鳶
」
と
す
る
道
真
の
表
現
と
一
致
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
道
真
の
詠
物
詩
は
題
材
、
表
現
、
手
法
な
ど
の
面
に

お
い
て
杜
詩
と
の
関
連
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
日
本
の
詠
物
文
学
の

歴
史
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
題
材
と
な
る
物
に
詩
人
自
身
の
境

遇
を
託
す
と
い
う
言
志
の
手
法
が
、
道
真
と
杜
甫
と
の
間
で
共
通
し
て

い
る
点
は
、
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
節
を
改
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
考
察
し
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。四

、
中
国
詩
に
お
け
る
「
托
物
言
志
」
の
消
長

道
真
も
杜
甫
も
国
の
将
来
を
一
生
憂
う
儒
臣
で
あ
っ
た
。
流
落
地
で

帰
郷
の
望
み
も
か
な
わ
ぬ
ま
ま
、
不
遇
の
中
に
一
生
を
終
え
た
と
い
う

点
に
お
い
て
も
二
人
は
一
致
し
て
い
る
。
道
真
詩
に
見
ら
れ
る
杜
詩
の

影
は
、
先
ず
は
こ
う
し
た
境
遇
上
の
相
似
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
道
真
詩
に
人
生
の
閑
適
を
楽
し
む
思
想
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の

も
ま
た
、
こ
う
し
た
詩
人
の
境
遇
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

し
か
し
、「
托
物
言
志
」
の
手
法
は
中
国
詩
に
お
い
て
長
い
伝
統
を

も
つ
も
の
で
あ
り
、
上
に
見
て
き
た
道
真
詩
と
杜
詩
と
の
関
連
は
さ
ら

に
中
国
の
詠
物
詩
の
流
れ
の
中
で
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

唐
ま
で
の
詠
物
詩
の
発
展
ぶ
り
に
つ
い
て
、「
比
興
体
」（
屈
原
〜
鮑

照
）
か
ら
、「
賦
体
」（
沈
約
〜
李
嶠
）
へ
、
さ
ら
に
「
賦
比
興
結
合

体
」（
杜
甫
〜
李
商
隠
ま
で
）
へ
と
展
開
し
た
こ
と
が
李
定
広
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る㉑
。
こ
う
し
た
道
程
は
、
ま
さ
し
く
中
国
詩
に
お

け
る
「
托
物
言
志
」
の
消
長
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
、

戦
国
時
代
の
屈
原
か
ら
劉
宋
の
鮑
照
ま
で
の
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、

「
詠
物
の
祖
」
と
さ
れ
る
屈
原
の
「
橘
頌
」
が
、
橘
樹
の
様
子
を
立
派

で
高
潔
な
人
格
に
た
と
え
、
詩
人
み
ず
か
ら
の
忠
信
の
道
を
託
し
た
が

ゆ
え
に
、「
托
物
言
志
」「
状
物
抒
情
」
の
手
法
を
切
り
開
い
た
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
手
法
は
、
ひ
と
ま
ず
斉
梁
両
朝
ま
で
の
詠
物
詩
に
継
承

さ
れ
た
。
前
漢
の
伝
班
婕
妤
作
「
団
扇
歌
」（「
怨
歌
行
」）、
魏
の
曹
植



37　詠物と言志─菅原道真を中心として

の
「
吁
嗟
篇
」、
宋
の
鮑
照
の
「
梅
花
落
」
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
な

作
品
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
詠
物
詩
が
、
そ
の
特
徴
を
「
比
興
体
」
と

さ
れ
る
の
は
、
物
自
体
に
対
す
る
描
写
が
粗
略
な
た
め
だ
ろ
う
。
そ
も

そ
も
、
魏
晋
時
代
の
詩
学
思
想
は
、「
天
人
感
応
」
の
自
然
観
の
も
と

で
展
開
さ
れ
た
「
感
物
興
思
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
詠
物
詩
に
お
け

る
物
が
「
思
」
あ
る
い
は
「
感
情
」
を
催
す
た
め
の
媒
介
的
存
在
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
段
階
は
梁
の
沈
約
か
ら
初
唐
の
李
嶠
ま
で
で
あ
る
。
晋
宋
以
降
、

玄
学
と
仏
教
が
思
想
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、「
体

物
」
詩
学
が
確
立
し
、「
物
」
が
感
興
を
引
き
起
こ
す
た
め
の
も
の
か

ら
独
立
し
た
審
美
の
対
象
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
盛
行
し

た
の
は
い
わ
ゆ
る
「
写
物
図
貌
」
の
詠
物
詩
で
あ
り
、
言
志
の
作
品
は

詩
壇
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
単

純
写
物
」
の
手
法
は
そ
も
そ
も
詠
物
賦
に
由
来
し
て
い
る
の
で
、
体
物

の
詠
物
詩
は
ま
た
「
賦
体
（
詠
物
詩
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

第
三
段
階
に
つ
い
て
、
李
定
広
氏
は
初
唐
か
ら
盛
唐
ま
で
の
詠
物
詩

を
扱
っ
て
い
な
い
が
、
初
唐
の
駱
賓
王
と
陳
子
昂
か
ら
晩
唐
の
李
商
隠

ま
で
を
第
三
段
階
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

初
唐
以
降
、
宮
廷
の
貴
族
に
よ
っ
て
集
団
で
作
ら
れ
て
い
た
文
学
は
、

科
挙
出
身
者
を
中
心
と
す
る
人
々
に
よ
り
、
個
人
の
志
向
や
感
情
を
表

現
す
る
文
学
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。
駱
賓
王
の
「
在
獄
詠
蝉
」、
陳

子
昂
の
「
修
竹
篇
」
な
ど
は
「
托
物
言
志
」
の
名
作
で
あ
り
、
特
に
陳

子
昂
が
「
与
東
方
左
史
虬
修
竹
篇
」
に
お
い
て
「
風
骨
」
と
「
興
寄
」

を
提
唱
し
た
文
学
論
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
駱
賓
王

や
陳
子
昂
た
ち
の
詠
物
詩
は
古
代
の
詩
精
神
へ
の
復
帰
を
目
指
し
た
も

の
で
、
物
は
や
は
り
「
思
」
あ
る
い
は
「
感
情
」
を
催
す
た
め
の
媒
介

的
存
在
と
い
う
域
を
超
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
か
、
王
夫
之
（『
姜
斎
詩
話
』）
は
「
詠
物
詩
、
斉
、
梁
始
多
有
レ
之
。

其
標
格
高
下
、
猶
二
画
之
有
レ
匠
作
一
。
有
二
士
気
一
、
征
二
故
実
一
、
写
二

色
沢
一
、
広
二
比
譬
一
、
雖
レ
極
二
鏤
絵
之
工
一
、
皆
匠
気
也
。
又
其
卑
者
、

餖
凑
成
レ
篇
、
謎
也
、
非
レ
詩
也
。
…
…
至
二
盛
唐
以
後
一
、
始
有
二
即

物
達
情
之
作
一
。」
と
い
い㉒
、
す
な
わ
ち
斉
・
梁
以
後
、
盛
唐
に
至
っ

て
始
め
て
詠
物
詩
に
言
志
が
表
さ
れ
た
と
捉
え
て
い
る
。
こ
こ
で
王
夫

之
の
い
う
「
即
物
達
情
」
の
詩
作
と
は
、
盛
唐
の
詩
人
杜
甫
に
よ
っ
て

極
め
ら
れ
た
、「
托
物
言
志
」
の
究
極
的
な
範
式
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
南
宋
の
張
戒
『
歳
寒
堂
詩
話
』
の
記
述
に
よ
っ
て
も
裏

づ
け
ら
れ
て
い
よ
う
。
張
戒
は
「
建
安
、
陶
、
阮
以
前
、
詩
専
以
二
言

志
一
。
潘
、
陸
以
後
、
詩
専
以
二
詠
物
一
。
兼
而
有
レ
之
者
、
李
、
杜

也
。」㉓
と
述
べ
、
詠
物
と
言
志
と
を
統
合
し
た
詩
人
と
し
て
李
白
と
杜

甫
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
後
に
続
く
記
述
で
は
杜
甫
の
詩
境
を
主
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題
と
し
て
述
べ
る
の
み
で
、
李
白
に
つ
い
て
は
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い㉔
。

実
際
の
と
こ
ろ
李
白
の
詠
物
詩
は
い
わ
ゆ
る
「
略
貌
取
神
」
の
作
が
多

く㉕
、
張
戒
に
と
っ
て
詠
物
の
達
人
に
は
、
詠
物
に
お
け
る
緻
密
さ
と
言

志
に
お
け
る
鮮
明
さ
を
統
合
し
た
杜
甫
の
ほ
う
が
李
白
よ
り
も
ふ
さ
わ

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
杜
甫
の
詠
物
詩
が

「
比
興
」
と
「
賦
体
」
と
を
融
合
さ
せ
た
「
賦
比
興
結
合
体
」
と
捉
え

ら
れ
た
ゆ
え
ん
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
杜
甫
以
後
の
中
唐
詩
人

は
、
杜
詩
の
流
れ
を
汲
み
な
が
ら
、
独
自
に
詠
物
詩
を
展
開
さ
せ
て
い

っ
た
。
白
居
易
の
場
合
は
諷
諭
類
と
寓
言
類
の
詠
物
詩
を
数
多
く
作
り
、

そ
の
特
色
は
寓
理
性
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
晩
唐
に
現
れ
た
詠
物
詩
の

大
家
は
李
商
隠
で
あ
る
が
、
李
詩
に
お
け
る
対
象
物
が
詩
人
自
ら
の
境

遇
や
内
面
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
点
に
つ
い
て
は
杜
甫
の
影
響
を
強

く
受
け
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る㉖
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
詩
に
お
け

る
「
托
物
言
志
」
の
流
れ
の
中
で
、
杜
甫
は
も
っ
と
も
大
き
な
存
在
と

し
て
屹
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
杜
甫
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
「
即
物
達
情
」
の
詩
作
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
で
あ
ろ
う
か
。
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、

杜
甫
の
詠
物
詩
の
中
で
、「
馬
」
の
詩
が
も
っ
と
も
代
表
的
で
あ
る
。

開
元
二
十
八
年
（
740
）
か
二
十
九
年
に
作
ら
れ
た
「
房
兵
曹
胡
馬
」
の

駿
馬
、
天
宝
十
四
載
（
755
）
に
作
ら
れ
た
「
驄
馬
行
」
の
驄
馬
、
そ
し

て
至
徳
二
載
（
757
）
の
「
痩
馬
行
」
の
痩
馬
、
乾
元
二
年
（
759
）「
病

馬
」
の
病
馬
は
、
い
ず
れ
も
作
者
自
身
の
投
影
で
あ
り
、
詩
人
の
各
時

期
の
境
遇
が
託
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
従
来
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る㉗
。
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
「
物
」
と

「
我
」
を
一
体
化
さ
せ
る
手
法
は
、
前
述
し
た
杜
甫
の
「
鴎
」
や

「
雁
」
な
ど
の
詩
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
詠
物
詩
こ
そ

王
夫
之
の
い
う
「
即
物
達
情
」
の
詩
作
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
道
真
詩
の
独
自
性

一
方
、
道
真
の
詠
物
詩
に
も
杜
詩
と
同
じ
よ
う
な
表
現
手
法
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
道
真
が
詠
物
詩
の
「
大
成
者
」
杜
甫
の
精

髄
を
継
承
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
通
説
で
は
、
日
本

に
お
い
て
杜
甫
の
作
品
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
平
安
後
期
以
後
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
道
真
が
杜

甫
の
詩
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
文
献
上
の
確
証
が
未
だ
見
出
せ
な
い
と

し
て
も
、
受
容
関
係
を
示
唆
す
る
本
文
上
の
つ
な
が
り
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
道
真
の
作
品
に
顕
著
に
そ
の
影
響
が
窺
わ
れ
る
白
居
易
・
元
稹

ら
の
唐
人
に
よ
る
杜
詩
評
価
を
看
過
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
白
居
易

「
与
元
九
書
」
に
は
、「
風
雅
比
興
…
…
杜
詩
最
多
、
可
レ
伝
者
千
余
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篇
」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
稹
の
「
唐
故
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
」
序

に
は
、「
至
二
於
子
美
一
、
蓋
所
レ
謂
上
薄
二
風
騒
一
、
下
該
二
沈
宋
一
、
古

傍
二
蘇
李
一
、
気
奪
二
曹
劉
一
、
掩
二
顔
謝
之
孤
高
一
、
雑
二
徐
庾
之
流
麗
一
、

尽
得
二
古
今
之
体
勢
一
、
而
兼
三
人
々
之
所
二
独
専
一
矣
。」
と
あ
る
が㉘
、

こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
詩
の
歴
史
を
集
大
成
す
る
存
在
と
し
て
杜
甫
を

位
置
づ
け
、
非
常
に
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』
所
収
の

杜
甫
伝
に
引
用
さ
れ
た
こ
の
序
文
は
、
中
唐
以
降
の
杜
詩
論
に
非
常
に

大
き
な
影
響
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
杜
詩
に
対

す
る
尊
崇
の
態
度
を
道
真
が
察
知
し
、
そ
れ
に
注
目
し
た
可
能
性
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
道
真
が
杜
詩
の
手
法
を
受
け
入
れ
た
と
言
え
る
な
ら
ば
、

道
真
詩
の
独
自
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
、
道
真

の
宰
相
・
丞
相
時
代
の
詠
物
詩
の
詠
み
ぶ
り
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
考
え
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
言
志
が
含
ま
れ
る
道
真
の
詠
物
詩

は
、
多
く
左
遷
や
流
謫
の
時
期
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
不
遇
で
な
い
時
期
の
詠
物
詩
に
は
侍
宴
応
制
の
も
の
が
多
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
道
真
の
作
詩
が
、
そ
の
作
詩
の
場
に
応
じ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
道
真
の
宰
相
・
丞
相
時
代
の

応
制
詩
に
は
、
前
掲
①
「
早
春
侍
宴
、
同
賦
殿
前
梅
花
、
応
制
」
の
よ

う
な
「
異
色
」
と
も
呼
び
得
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
詩
は
、
寛
平

九
年
（
897
）
正
月
の
内
宴
で
、
清
涼
殿
の
前
庭
の
梅
花
を
賦
し
た
も
の

だ
が
、
本
来
王
沢
を
歌
う
べ
き
応
制
詩
の
慣
例
に
従
わ
ず
、
い
よ
い
よ

風
流
志
向
を
強
め
て
ゆ
く
宇
多
天
皇
を
諷
諫
し
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
請
莫
多
憐
梅
一
樹
、
色
青
松
竹
立
花
傍
」
の

「
松
竹
」
が
道
真
自
身
の
こ
と
を
寓
し
た
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
発
想
は
、
寛
平
七
年
の
「
春
、
惜
桜
花
、
応
制
」（『
文

草
』、
巻
五
・
384
）
詩
序
に
も
見
ら
れ
る
。

花
北
有
二
五
粒
松
一
、
雖
レ
小
不
レ
失
二
勁
節
一
。
花
南
有
二
数
竿
竹
一
、

雖
レ
細
能
守
二
貞
心
一
。
人
皆
見
レ
花
、
不
レ
見
二
松
竹
一
。
臣
願
我

君
兼
惜
二
松
竹
一
。

桜
花
を
惜
し
む
詩
宴
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
撰
定
さ
れ
た
詩
題
を

退
け
、
敢
え
て
松
竹
を
も
惜
し
み
給
え
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
で
も
「
松
竹
」
が
道
真
自
身
の
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。

ま
た
、
寛
平
二
年
「
未
旦
求
衣
賦
」（『
文
草
』、
巻
七
・
516
）
の
序

文
に
は
「
有
レ
勅
曰
、
賦
者
古
詩
之
流
、
詩
蓋
志
之
所
レ
之
。
各
献
二
一

篇
一
、
具
言
二
汝
志
一
。
詩
云
賦
云
、
一
文
一
字
、
不
レ
可
レ
風
二
雲
其
興
一
、

不
レ
可
レ
河
二
漢
其
詞
一
。
未
レ
旦
求
レ
衣
、
欲
レ
陳
二
人
主
思
レ
政
之
道
一
。

寒
霜
晩
菊
、
欲
レ
叙
二
人
臣
履
レ
貞
之
情
一
。」
と
あ
り
、
詩
賦
は
一
文
一

字
も
現
実
か
ら
遊
離
し
た
空
疎
な
も
の
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
寒
霜
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晩
菊
と
い
っ
た
自
然
の
風
物
も
、「
人
臣
履
貞
之
情
」
の
比
興
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
道
真
の
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、
藤

原
克
己
氏
は
「
比
興
表
現
に
よ
る
政
治
的
言
志
と
い
う
創
作
理
念
」
だ

と
指
摘
し
て
い
る㉙
、
宰
相
・
丞
相
時
代
の
言
志
的
詠
物
詩
は
、
ま
さ
に

そ
の
よ
う
な
創
作
理
念
に
支
え
ら
れ
た
実
践
作
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
詩
作
に
、
題
材
と
な
る
も
の
に
詩
人
自
身
を
投
影
す
る
と
い

う
手
法
が
見
ら
れ
る
の
は
、
道
真
が
杜
甫
に
倣
っ
た
「
言
志
」
の
表
現

手
法
を
、
杜
甫
が
用
い
な
か
っ
た
場
で
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
そ
こ
に
詩
臣
道
真
の
独
自
の
達
成
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
る
。

終
わ
り
に

道
真
と
杜
甫
の
関
連
に
つ
い
て
、
早
期
に
言
及
し
た
も
の
に
、
川
口

久
雄
、
若
林
力
両
氏
の
考
察
が
あ
る㉚
。
最
近
で
は
王
京
鈺
氏
が
、
道
真

と
杜
甫
と
の
詩
語
表
現
に
お
け
る
類
似
性
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
考
察

を
行
っ
て
い
る
ほ
か㉛
、
宇
野
直
人
氏
も
道
真
の
詩
に
杜
詩
の
表
現
が
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た㉜
。

本
稿
に
お
い
て
は
両
者
の
関
係
を
「
詠
物
」
と
い
う
視
点
か
ら
検
証

し
て
き
た
。
こ
の
考
察
を
通
じ
て
、
道
真
の
中
国
詩
受
容
を
め
ぐ
る
研

究
は
、
杜
甫
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
考
え
る
。
今
後
、
杜
詩
受
容
の
可
能
性
を
想
定
し
、
検
証

す
る
こ
と
で
、
詩
人
と
し
て
の
道
真
像
、
道
真
の
文
学
の
あ
り
方
を
よ

り
立
体
的
に
復
元
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
国
際
交
流
基
金
日
本
研
究
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
研
究
に
端
を
発
し
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍

研
究
所
で
行
っ
た
講
演
を
も
と
に
成
稿
し
た
中
国
語
の
論
文
「
菅
原
道

真
的
詠
物
詩
與
杜
甫
詩
歌
的
関
連
」（『
日
語
学
習
與
研
究
』、
二
〇
一

八
年
第
二
号
）
を
増
補
・
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
諸
先
生

方
に
は
折
に
触
れ
て
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
成
稿
に

あ
た
っ
て
は
山
田
尚
子
氏
よ
り
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

① �

拙
稿
「
詠
物
と
言
志
―
―
『
懐
風
藻
』
か
ら
勅
撰
三
集
に
至
る
」（
河

野
貴
美
子
、
ヴ
ィ
ー
ブ
ケ
・
デ
ー
ネ
ー
ケ
編
『
日
本
に
お
け
る
「
文
」

と
「
ブ

b
u
n
g
a
k
u

ン
ガ
ク
」』、『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
六
二
号
、
二
〇
一
三
年
）。

② �
本
論
で
は
詠
物
詩
を
広
義
的
に
捉
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
舟
行
五

事
（
一
）」（
巻
三
、
236
）
は
典
型
的
な
詠
物
詩
題
で
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
内
容
的
に
は
海
辺
の
一
本
松
を
詠
ん
だ
も
の
な
の
で
、
詠
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物
詩
に
数
え
た
。
そ
し
て
、「
菊
散
一
叢
金
」（
巻
六
、
460
）
の
よ
う

な
句
題
詩
も
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
詠
物
詩
だ
と
断
定
し
た
。
詳
し

く
は
拙
論
「
詠
物
詩
の
概
念
と
そ
の
判
定
」（『
早
稲
田
大
学
古
典
籍

研
究
所
年
報
』
第
十
号
、
二
〇
一
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③ �

本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
下
Ⅰ
（
塙

書
房
、
一
九
九
一
年
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
・
川
口
久
雄
校
注
『
菅

家
文
草　

菅
家
後
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。

④ �「
詩
言
志
」
に
関
す
る
中
国
古
典
学
の
研
究
史
の
整
理
は
、
小
川
靖
彦

「
山
上
憶
良
と<
言
志>
」（『
青
山
語
文
』
第
四
三
号
、
青
山
学
院
大

学
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

⑤ �

平
岡
武
夫
・
今
井
清
校
訂
『
白
氏
文
集
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
一
九
七
二
年
）
に
よ
る
。

⑥ �

菅
野
礼
行
「
菅
原
道
真
の
残
菊
の
詩
の
独
自
性
」（『
平
安
初
期
に
お

け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
学
的
研
究
』、
第
二
章
「
菅
原
道
真
の
詩
に

お
け
る
文
学
特
質
の
研
究
」、
第
三
節
「
道
真
の
文
学
と
白
居
易
の
文

学
」、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
八
年
十
月
）。

⑦ �

後
藤
昭
雄
「
菅
原
道
真
の
詠
竹
詩
に
つ
い
て
」（『
香
椎
潟
』
第
二
七

号
、
一
九
八
二
年
三
月
）。
ま
た
、
前
掲
注
６
菅
野
論
文
も
、「「
生
来

ま
っ
す
ぐ
な
貞
節
を
有
し
な
が
ら
、
雪
の
重
み
で
低
れ
さ
が
り
、
つ

い
に
は
破
れ
裂
け
て
い
る
竹
も
あ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
流
謫
の
地
に
お
け
る
道
真
の
姿
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ

う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑧ �

山
本
登
朗
「
灯
火
と
孤
心
―
―
菅
原
道
真
の
詩
の
世
界
」（
礫
の
会
、

記
念
特
集
『
短
歌
と
国
文
学
』
第
五
集
、
一
九
九
八
年
六
月
）。

⑨ �

大
曾
根
章
介
「
菅
原
道
真
―
―
詩
人
と
鴻
儒
」（『
日
本
漢
文
学
論
集
』

第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）、
鎌
田
正
「
道
真
の
詩
に
お
け

る
白
氏
文
集
の
投
影
」（『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
一
、
一
九
六

六
年
八
月
）、
菅
野
礼
行
「
道
真
の
文
学
と
白
居
易
の
文
学
」（『
平
安

初
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
学
的
研
究
』、
第
二
章
「
菅
原
道

真
の
詩
に
お
け
る
文
学
特
質
の
研
究
」、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
八
年

十
月
）。

⑩ 

前
掲
注
⑨
菅
野
論
文
。

⑪ �

注
③
所
掲
『
菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』
の
補
注
一
〇
一
を
参
照
さ
れ

た
い
。

⑫ �

蘭
香
梅
「
漂
泊
與
自
由
―
杜
詩
中
〝
鴎
〟
鳥
的
意
象
」（『
杜
甫
研
究

学
刊
』
一
九
九
八
年
第
一
期
）、
張
浩
遜
「
杜
詩
〝
鴎
〟
意
象
補
説
」

（『
杜
甫
研
究
学
刊
』
二
〇
〇
一
年
第
二
期
）。

⑬ �

本
文
は
（
清
）
仇
兆
鰲
注
『
杜
詩
詳
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九

年
）
に
拠
る
。

⑭ �

恵
阪
友
紀
子
「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
雁
―
―
三
一
七
番　

韋
承
慶
の
詩

を
め
ぐ
っ
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
三
二
号
、
和
漢
比
較
文
学
会
、

二
〇
〇
三
年
八
月
）。

⑮ �

羅
寧
「
杜
甫
詩
中
的
雁
意
象
和
詠
雁
詩
」（『
湖
南
師
範
大
学
社
会
科

学
学
報
』、
二
〇
一
五
年
第
六
期
）。

⑯ �「
一
旦
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
大
系
本
の
中
で
は
「
ひ
と
た
び
」
の
意

と
し
、
副
詞
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
名
詞
だ
と
考
え
、

「
し
ば
ら
く
の
間
」
と
解
す
る
。
ま
た
、「
寒
蝉
」
に
道
真
自
身
の
姿

が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
劉
小
俊
氏
に
も
指
摘

が
あ
る
。
詳
し
く
は
劉
小
俊
「『
新
撰
万
葉
集
』
上
巻
三
四
番
の
漢
詩

に
つ
い
て
―
―
「
蝉
」
の
詠
み
方
と
菅
原
道
真
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ

っ
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
四
六
号
、
和
漢
比
較
文
学
会
、
二
〇

一
一
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑰ �

川
合
康
三
『
中
国
の
ア
ル
バ
―
―
系
譜
の
詩
学
』「
蝉
の
詩
に
見
る
詩

の
転
変
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）。

⑱ 

前
掲
注
⑰
川
合
論
文
。

⑲ �

宋
・
李
綱
撰
『
梁
渓
集
』「
読
四
家
詩
選
四
首　

子
美
」
の
首
聯
に
見

え
る
。

⑳ �
後
藤
秋
正
「
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
飢
餓
表
現
」（
北
海
道
教
育
大
学
紀

要
、
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
、
第
六
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年

二
月
）。
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㉑ �

李
定
広
「
論
中
国
古
代
詠
物
詩
的
演
進
邏
輯
」（『
中
山
大
学
学
報
』

（
社
会
科
学
版
）、
二
〇
一
五
年
第
四
期
第
五
五
巻
）。

㉒ 
王
夫
之
『
清
詩
話　

上
冊
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）。

㉓ �
丁
福
保
『
歴
代
詩
話
続
編
』
上
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
に
拠

る
。

㉔ �

興
膳
宏
「
歳
寒
堂
詩
話
の
詩
人
論
―
―
杜
甫
と
白
居
易
を
中
心
に
」

（『
東
方
学
』
第
九
十
二
輯
、
東
方
学
会
、
一
九
九
六
年
七
月
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

㉕ �

蘭
甲
雲
「
簡
論
唐
代
詠
物
詩
発
展
軌
跡
」（『
中
国
文
学
研
究
』、
一
九

九
五
年
）。

㉖ �

浅
見
洋
二
「
李
商
隠
の
詠
物
詩
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
五
四
冊
、
一

九
八
五
年
一
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

㉗ �

清
・
施
補
華
『
峴
佣
説
詩
』
に
「
少
陵
馬
詩
、
首
首
不
同
、
各
有
寄

託
、
各
出
議
論
、
各
見
精
彩
。」
と
あ
る
。

㉘ 『
元
稹
集
』
巻
五
六
（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。

㉙ �

藤
原
克
己
「
詩
人
鴻
儒
菅
原
道
真
」（『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』

Ⅲ
菅
原
道
真
の
詩
と
思
想
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）。

㉚ �

川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
文
学
史
の
研
究
』
四
頁
（
明
治
書
院
、
一

九
六
〇
年
）、
若
林
力
「
道
真
の
詩
に
見
え
る
杜
甫
の
影
」（
川
口
久

雄
『
古
典
の
変
容
と
新
生
』、
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
）。

㉛ �

王
京
鈺
「
菅
原
道
真
の
百
韻
詩
に
お
け
る
杜
甫
百
韻
詩
の
投
影
に
つ

い
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、「
道
真

詩
歌
中
的
杜
甫
詩
語
受
容
問
題
再
認
識
」（『
遼
寧
工
業
大
学
学
報
』

（
社
会
科
学
版
））
二
〇
一
三
年
十
月
）、「
菅
原
道
真
与
杜
甫
逐
臣
思

君
主
旨
詩
歌
中
的
意
象
同
質
性
―
―
『
九
月
十
日
』
和
『
至
日
遣
興
』

為
例
」（
復
旦
大
学
中
国
古
代
文
学
研
究
中
心
主
弁
『
中
国
文
学
研

究
』
第
二
三
輯
、
二
〇
一
四
年
七
月
）、「
道
真
の
漢
詩
に
お
け
る

「
猨
・
鳥
」
と
杜
甫
詩
に
お
け
る
「
猿
・
鴎
」」（
福
岡
教
育
大
学
国
語

科
研
究
論
集
第
五
六
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）。

㉜ �

宇
野
直
人
「
儒
臣
の
本
懐
―
―
菅
原
道
真
」（『
こ
こ
ろ
を
よ
む　

漢

詩
に
見
る
日
本
人
の
心
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
五
年
四
月
）。

　
　
　
　
　
（�

し
ょ
う
・
ぎ
き
ょ
う　

北
京
師
範
大
学
准
教
授
╱

�

成
城
大
学
客
員
教
授
）
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（表）『菅家文草』『菅家後集』における詠物詩

詩題 巻数・詩番 詩体 創作時期 言志の
有無

1 月夜見梅花 巻一・1 五言絶句
少年時代
（斉衡二年）
（十一歳）

2 残菊詩 巻一・3 五言排律

修業時代
（貞観二―十
二年）
（十六歳―二
十六歳）

3 賦得赤虹篇、一首 巻一・4 七言排律
4 賦得詠青、一首 巻一・5 五言排律
5 賦得躬桑、一首 巻一・6 五言排律
6 賦得折楊柳、一首 巻一・7 五言排律
7 翫梅花、各分一字 巻一・11 七言絶句
8 秋風詞 巻一・13 五言排律
9 喜雨詩 巻一・25 五言排律
10 詠瞿麦花呈諸賢 巻一・29 七言絶句
11 晩冬過文朗中、翫庭前早梅 巻一・49 七言絶句
12 翫秋花 巻一・54 七言律詩
13 残燈、風韻 巻一・60 七言絶句
14 早春侍宴仁寿殿、同賦春雪映早梅、応製 巻一・66 七言律詩 新進官僚時代

（貞観十三―
十八年）
（二十七歳―
三十二歳）

15 早春、陪右丞相東斎、同賦東風粧梅、応
製 巻一・67 七言排律

16 書斎雨日、独対梅花 巻一・68 七言律詩
17 九日侍宴、同賦紅蘭受露、応製 巻二・70 七言律詩
18 早春、侍内宴、賦聴早鶯、応製賦聴早鶯 巻二・83 五言律詩 文章博士

（元慶元―九
年）
（三十三歳―
四十一歳）

19 早春、侍内宴、同賦雨中花 巻二・85 七言律詩
20 春日於相国客亭、見鴎鳥戯前池有感 巻二・101 七音律詩 ○

21 水中月 巻二・116 七言律詩

22 題白菊花 巻二・125 七言律詩 ○
23 感小蛇、寄田才子、一絶 巻二・142 七言絶句
24 賦木形白鶴 巻二・147 七言絶句
25

　

晩
秋
二
十
詠

残菊 巻二・153 五言律詩
26 小松 巻二・154 五言律詩
27 黄葉 巻二・155 五言律詩
28 古石 巻二・156 五言律詩
29 疎竹 巻二・157 五言律詩
30 老苔 巻二・158 五言律詩
31 紅蘭 巻二・159 五言律詩
32 石泉 巻二・160 五言律詩
33 灘声 巻二・161 五言律詩
34 秋山 巻二・162 五言律詩
35 片雲 巻二・163 五言律詩
36 薄霧 巻二・164 五言律詩
37 孤雁 巻二・165 五言律詩
38 山寺 巻二・166 五言律詩
39 釣船 巻二・167 五言律詩
40 樵夫 巻二・168 五言律詩
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詩題 巻数・詩番 詩体 創作時期 言志の
有無

41 柴扉 巻二・169 五言律詩
42 晴砂 巻二・170 五言律詩
43 水鴎 巻二・171 五言律詩
44 晩嵐 巻二・172 五言律詩
45 夏

日
四

聞蝉 巻二・180 七言絶句 ○
46 新竹 巻二・181 七言絶句 ○
47 沙庭 巻二・182 七言絶句 ○
48 新月二十韻 巻三・193 五言排律 讃州時代

（仁和二十一
―寛平二年）
（四十二歳―
四十六歳）

○
49 秋天月 巻三・195 七言絶句

50 同諸小児、旅館庚申夜、賦静室寒燈明之
詩 巻三・211 七言律詩 ○

51 思家竹 巻三・226 七言律詩 ○
52 観瀑布水 巻三・233 七言律詩
53 舟行五事（一） 巻三・236 七言律詩 ○
54 残菊下自詠 巻三・238 七言律詩 ○
55 賦得春之徳風 巻三・242 五言律詩
56 首夏聞鶯 巻四・252 七言律詩 ○
57 新蝉 巻四・253 七言絶句 ○
58 法花寺白牡丹 巻四・257 五言律詩 ○
59 客舎書籍 巻四・259 七言律詩 ○
60 聞早雁寄文進士 巻四・265 七言律詩 ○
61 寄白菊四十韻 巻四・269 五言排律 ○
62 秋雨 巻四・270 五言律詩 ○
63 路辺残菊 巻四・271 七言絶句 ○
64 客居対雪 巻四・276 七言律詩 ○
65 詶藤司馬詠庁前桜花之作 巻四・286 七言絶句 ○
66 亜水花 巻四・287 七言律詩 ○
67 官舎前播菊苗 巻四・288 七言律詩
68 端午日賦艾人 巻四・293 七言律詩 ○
69 喜雨 巻四・295 七言絶句 ○
70 一葉落 巻四・297 五言律詩 ○
71 路次見芭蕉 巻四・300 七言絶句 ○
72 白毛嘆 巻四・301 七言排律 ○
73 同諸小郎、客中九日、対菊書懐 巻四・303 七言絶句 ○
74 早霜 巻四・304 七言律詩 ○
75 対残菊詠所懐 巻四・305 七言律詩 ○
76

　

  

冬
夜
九
詠

山寺鐘 巻四・310 七言絶句 ○
77 老松風 巻四・312 七言絶句 ○78 暁月
79 野村火 巻四・314 七言絶句 ○
80 水声 巻四・315 七言絶句 ○
81 残燈 巻四・316 七言絶句 ○
82 九日侍宴、同賦仙潭菊。各分一字、応製 巻四・328 七言律詩
83 感白菊花 巻四・331 七言律詩 ○
84 霜菊詩 巻四・332 五言排律 ○



45　詠物と言志─菅原道真を中心として

詩題 巻数・詩番 詩体 創作時期 言志の
有無

85 十月廿一日、禁中初雪、応製 巻五・339 七言律詩 宰相時代
（寛平二―九
年）
（四十六歳―
五十三歳）

86 上巳日、対雨翫花、応製 巻五・340 七言律詩
87 賦春夜桜花、応製 巻五・344 七言律詩
88 雨晴対月、韻用流字、応製 巻五・354 七言排律
89 暁月、応製 巻五・355 七言絶句
90 惜残菊、各分一字、応製 巻五・356 七言律詩 ○
91 霜夜対月 巻五・361 七言律詩 ○
92 重陽夜、感寒蛬、応製 巻五・371 七言絶句
93 翫梅花、応製 巻五・376 七言絶句
94 賦雨夜紗燈、応製 巻五・380 七言律詩
95 暮秋、賦秋尽翫菊、応令 巻五・381 五言絶句 ○
96 春、惜桜花、応製一首 巻五・384 七言律詩 ○
97 月夜翫桜花、各分一字、応令一首 巻五・385 七言絶句
98 廬山異花詩 巻五・386 七言律詩
99

（寛平七年暮春、予侍東宮、�
 有令、倣大唐一日百首、�
 以一時、応十事題目。�
 七言絶句、十首。）

落花 巻五・391 七言絶句 ○
100 夜雨 巻五・392 七言絶句 ○
101 柳絮 巻五・393 七言絶句 ○
102 紫藤 巻五・394 七言絶句 ○
103 青苔 巻五・395 七言絶句 ○
104 鶯 巻五・396 七言絶句 ○
105 燕 巻五・397 七言絶句 ○
106 黄 巻五・398 七言絶句 ○
107 雀児 巻五・399 七言絶句 ○
108 燈 巻五・400 七言絶句 ○
109

（寛平七年、東宮寓直之次、�
 �有令、取当時廿物、自酉
二刻、及戌二刻、廿篇僅
成。今断失三首。五律詠
物、一十七首。）

風中琴 巻五・401 五言律詩 ○
110 竹 巻五・402 五言律詩 ○
111 薔薇 巻五・403 五言律詩
112 松 巻五・404 五言律詩 ○
113 酒 巻五・405 五言律詩 ○
114 牡丹 巻五・406 五言律詩
115 古石 巻五・407 五言律詩 ○
116 扇 巻五・408 五言律詩
117 屏風 巻五・409 五言律詩
118 銭 巻五・410 五言律詩
119 弓 巻五・411 五言律詩
120 石硯 巻五・412 五言律詩 ○
121 筆 巻五・413 五言律詩 ○
122 囲碁 巻五・414 五言律詩
123 鼓 巻五・415 五言律詩 ○
124 蜘蛛 巻五・416 五言律詩
125 壁魚 巻五・417 五言律詩 ○
126 感殿前薔薇、一絶。 巻五・418 七言絶句
127 早春侍宴、同賦殿前梅花、応製 巻六・440 七言律詩 ○
128 八月十五夜、同賦秋月如珪、応製 巻六・441 七言絶句
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詩題 巻数・詩番 詩体 創作時期 言志の
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129 重陽侍宴、同賦菊有五美、各分一字、応製 巻六・448 七言律詩 丞相時代
（昌泰元年―
三年）
（五十四歳―
五十六歳）

130 九月後朝、侍宴朱雀院、同賦秋思入寒松、応太皇製 巻六・449 七言排律 ○

131 対残菊待寒月 巻六・451 七言絶句
132 賦殿前梅花、応太皇製 巻六・452 七言絶句 ○
133 早春内宴、侍清涼殿同賦鶯出谷、応製 巻六・453 七言律詩
134 九月侍宴、同賦菊散一叢金、応製 巻六・460 七言絶句 ○
135 九月尽日、題残菊、応太皇製 巻六・461 七言律詩 ○
136 和紀処士題新泉之二絶（一） 470 七言絶句 太宰謫居

（延喜元年―
三年）
（五十七歳―
五十九歳）

137 和紀処士題新泉之二絶（二） 471 七言絶句
138 九日侍宴、同賦寒露凝、応制。一首 472 七言律詩
139 冬日感庭前紅葉、示秀才淳茂 475 七言律詩 ○
140 聞旅雁 480 七言絶句 ○
141 東山小雪 487 五言律詩 ○
142 白微霰 489 七言律詩 ○
143 雪夜思家竹 490 五言古詩 ○
144 聴寺鐘 491 七言絶句 ○
145 梅花 495 七言絶句 ○
146 種菊 497 七言律詩 ○
147 夜雨 500 五言古詩 ○
148 題竹床子 501 七言律詩 ○
149 秋晩題白菊 505 七言絶句 ○
150 風雨 507 五言律詩 ○
151 燈滅二絶（一） 508 七言絶句 ○
152 燈滅二絶（二） 509 七言絶句 ○
153 問秋月 510 七言絶句 ○
154 代月答 511 七言絶句 ○
155 謫居春雪 514 七言絶句 ○


